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11111　はじめに　はじめに　はじめに　はじめに　はじめに
三重県では、利水、治水遺跡が21例ほど確認され、
弥生時代、古墳時代に属している遺跡は17 例あ
る．その中に一志郡嬉野町で発掘された片部遺跡、
貝蔵遺跡がある．片部遺跡は、大規模な水利施設
と水田の遺構が確認され、貝蔵遺跡は、片部遺跡
から北西方向、数百ｍに位置している．
　本研究は、これら遺跡を中心に、取水源に関す
る検討、水利施設に関する検討をおこなうことが
目的である．
22222　取水源に関する考察　取水源に関する考察　取水源に関する考察　取水源に関する考察　取水源に関する考察
　片部遺跡から南西方向、約1km離れた中村川の
井堰に、須賀井という井堰が現存し、既に当時か
ら取水していたと考えられている．また、人工掘
削されていたのではないかといわれている．この
ことについて、地理情報システム（GIS）の解析手
法をもちいて検証した．
　解析には、一万分の一の空中写真を利用した．
画像処理をおこない、須賀井の用水路を抽出した．
次に、DEMデータを用いて、GISの解析手法の一つ
である流域解析を適用した．解析の結果、中村川
の須賀井があると思われる位置から片部遺跡に向
かって流れる一本の流路が確認できた．
　空中写真で抽出した須賀井の用水路と流域解析
した結果の流路を重ね合わせると、ほぼ一致した．
このことから、須賀井の用水路は片部遺跡が機能
していた当時は、自然流路であり、一部が片部遺
跡の水路であったと推測できる．
　片部遺跡の水路と、L字状に曲がった貝蔵遺跡
の水路の区間は数百ｍしか離れていない.このこ
とから、両遺跡の水路はつながっていたと考えら
れている．
　図1は、片部遺跡の水路と貝蔵遺跡の水路を、流
域解析後のDEM データに重ねたものである．片部
遺跡の水路が発掘された位置と、貝蔵遺跡の水路
が発掘された位置の間には解析をおこなっても流
路があらわれなかった．さらに、片部遺跡の周辺
の地形をみても、貝蔵遺跡の水路から片部遺跡の
水路に向かって自然流路が流れていたとは考えら

れない．よって、この区間は図の矢線のような方
向に、人工的に水路を掘り、水を流していた可能
性が考えられる．
33333　水利施設に関する考察　水利施設に関する考察　水利施設に関する考察　水利施設に関する考察　水利施設に関する考察
　片部遺跡の水利施設の遺構には、堰、導水路、流
水枡などが確認されている．とくに、堰は発掘さ
れた区間の水路長400ｍの同一水路中に、20列以
上が確認されている．図2は堰跡の一例である．こ
こでは、水路中の灌漑用水の流れ方と、堰の機能
について検証していく．
　図3は、片部遺跡の水路形態を示す．実線は発
掘された部分、破線は、未発掘の部分で発掘部分
とは図3に描かれているようにつながっていたと
推測した．水路内の実線は、堰跡を示す．
　周辺の地形から、この水路内の灌漑用水は西か
ら東に流れていたと考えられる．片部遺跡の水路
に入ってくる灌漑用水は、西端の北側と南側の二
経路の水路から流入してきたと考えられる．
　ここで、図3に示す西側の水路を第一水路、東
側を第二水路と称する．第一水路は、北側の片部・
貝蔵遺跡区間の人工水路の灌漑用水と、南側の自
然流路からの灌漑用水が流入してくる．合流した
後、水路は幅30ｍ前後、深さ1ｍ～1.5ｍのもの
が続き、しばらくして北側の二経路と南側の一経
路に分かれていく．第二水路は、第一水路からく
る灌漑用水を北側と南側の二経路から受け取る．
水は、幅16ｍ前後、深さ1ｍ～1.5ｍの蛇行して
いる水路を流れ、東端の四経路にわかれる．最北
端の水路は水路の深さから導水路であったと考え
られ、水田に灌漑用水をいれる．あとの三方向で
下流側に水を流していたと考えられる．
　図3の左側にある第一水路と、水路中の堰とに
ついて検証する．幅30ｍ前後の水路区間では堰の
位置や状態などからも考慮すると、北側の片部・
貝蔵遺跡区間の人工水路と南側の自然流路から流
入する灌漑用水を、一度この水路区間で水を貯留
していたと考えられる．幅30ｍ前後の水路内で貯
留された灌漑用水は、第一水路東端の北側の二経
路と南側の一経路で下流側の第二水路に流入させ
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て平行に構築されている．このように構築されて
た理由として、水流に流速や流向の変化を与え調
整をする「導流壁」の役割をしていた可能性があ
る．また、第二水路の水路が蛇行するのは、この
水路全体で水流の調整を目的にし、東端の最北端
の導水路で水田に灌漑用水をいれ、あとの三方向
で下流側に水を流していた．つまり、この第二水
路は、灌漑用水の調整施設と分水施設の両機能を
担っていた水路であったと考えられる．第一水路
と第二水路の水路と堰の各機能を考慮した結果、
灌漑用水は、図3の矢線のように、流れていたと
考えた．
　以上のことから、この片部遺跡の水利施設は、
灌漑用水を貯留し、調整をおこない、分水をおこ
なうといった一連の機能をになう施設であること
がいえる．
44444　まとめ　まとめ　まとめ　まとめ　まとめ
　片部遺跡の水利施設、水田遺構について検討し
てきた．本研究の結果を以下のようにまとめられ
る．
1．水利施設の取水源について：片部遺跡の水路
は、中村川にある片部遺跡から南西方向、約1km
の地点にある須賀井から自然流路を利用した水路
であった．片部遺跡の水路と貝蔵遺跡の水路は、
両遺跡の区間数百m を人工的に水路を開削してい
た．
2．片部遺跡から発掘された水利施設の遺構につい
て：片部遺跡の水利施設は、灌漑用水を貯留し、調
整をおこない、分水をおこなうといった一連の機
能をになう施設である．

ていたと考えられる．
　次に、図3の右側の第二水路と堰と称される構
造物について検討する．この第二水路の水路中の
堰は、水路の方向に対して平行に構築されたもの
が何列か見ることができる．とくに注目されるの
は、西端の北側の水路中に設けられた堰と称され
る構造物である．三列そろえて水路の方向に対し

図図図図図11111：：：：：片部遺跡と貝蔵遺跡の位置片部遺跡と貝蔵遺跡の位置片部遺跡と貝蔵遺跡の位置片部遺跡と貝蔵遺跡の位置片部遺跡と貝蔵遺跡の位置

図図図図図22222：：：：：片部遺跡の堰跡片部遺跡の堰跡片部遺跡の堰跡片部遺跡の堰跡片部遺跡の堰跡

図図図図図33333：：：：：片部遺跡の水路形態片部遺跡の水路形態片部遺跡の水路形態片部遺跡の水路形態片部遺跡の水路形態
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